
 

令 和 ７ 年 ４ 月 ３ 日 

健康福祉部地域福祉推進課 

 

 

 報 道 関 係 者 各 位 

 

 

令和７年度山形県戦没者墓地「千歳山霊苑」拝礼式の開催について 

 

 

 本県の援護行政につきましては、日頃から御理解と御協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

 この度、下記のとおり、標記拝礼式を実施しますので、報道につきまして御配慮くださるよう

お願いいたします。 

 

記 

 

 １ 行 事 名  令和７年度山形県戦没者墓地「千歳山霊苑」拝礼式 

 ２ 日   時  令和７年４月１０日（木） １１時～１１時４５分 

 ３ 場   所  山形県戦没者墓地「千歳山霊苑」（裏面に概要記載） 

 ４ 参 列 者  県内戦没者遺族及び来賓等 約２２０名 

 ５ 式 次 第   （１）開式の辞  県健康福祉部長 

（２）国歌斉唱 

（３）黙 と う 

（４）式  辞  知事 

（５）追悼の辞  県遺族会会長、県議会議長 

（６）弔電奉呈  県健康福祉部地域福祉推進課長 

（７）拝  礼  知事、戦没者遺族代表、来賓 

（８）閉式の辞  県健康福祉部長 

 

 

問い合わせ先   地域福祉推進課 

        課長補佐（援護・指導担当）竹田 

        TEL ０２３－６３０－２９９５ 

        広報監 健康福祉部次長 菅原 

 

 



 

千歳山霊苑の概要 

 

 

１ 名称等 

山形県戦没者墓地「千歳山霊苑」 

 ・山形市あこや町一丁目 13番 29号 

 ・敷地面積 ５，０７６㎡（１，５３６坪） 

 

２ 設置及び経過 

明治 29年 11月   陸軍省により山形陸軍墓地が設置される 

明治 39年 11月   日露戦争戦没者墓碑６基建立 

昭和 ８年 １月   満州事変戦没者慰霊塔建立 

昭和 20年 10月   終戦に伴い大蔵省へ移管 

昭和 28年 ６月   大蔵省から山形県に無償譲与 

昭和 34年 ２月   墓地の名称を「千歳山霊苑」と改称 

 

３ 建立物の概要 

  「靖霊塔」（せいれいとう） 

今次大戦戦没者の分骨は山形陸軍墓地に仮埋葬されていたが、永久的施設（納骨堂）を

建てたいという気運が高まり、県遺族連合会、県社会福祉協議会等で構成する山形県戦

没者納骨施設建設委員会が当時の管理者であった大蔵省の使用許可を受け、墓地敷地内

に昭和 27年８月 24日に建立した。 

 靖霊塔には、山形県出身戦没者４万余柱(内、太平洋戦争戦没者 32,665柱)の御霊が 

祀られており、太平洋戦争戦没者の英霊分骨約 6,000柱と弘前仏舎利塔に納骨されて 

いた日露戦争当時の県出身英霊約 200柱の分骨並びに南方戦域から収集された遺骨が 

納められている。 

 昭和 29 年１月、山形県が山形県戦没者納骨施設建設委員会から靖霊塔の寄附を受け

た。 

 

４ 拝礼式 

昭和 29年以降、毎年、県内戦没者遺族等最大約 300人の参列を得て執り行っている。 

 

５ 管理の状況 

   会計年度任用職員を配置して、県が維持管理を行っている。 


